１、後援取り
　正確には｢名義後援依頼｣。“後援”とは、ある企業または組織の名前を使わせて頂き、演奏会を応援してもらうというもの。後援をポスター、チケット等に載せることで、演奏会がとても大きな行事に見せるとともに、社会的に認められた演奏会であるというイメージを与えることができる。以下、後援を取る具体的なメリットを列挙する。

· 「市」の後援があると、市役所、区役所などにポスターを貼らせてもらえたり、ビラを置いてもらえたりします。
· 「市教育委員会」の後援があると、市民会館、公民館、図書館などの公共施設にポスターを貼ってもらえたり、ビラを置いてもらえたりします。
· 「ＪＲ」の後援があると、駅にポスターを貼ってもらうときにお願いしやすくなります。（熊大は毎年ＪＲへの後援依頼は行っていません。）

· 所属している吹奏楽連盟に後援をお願いするのは当然のことです。（「吹奏楽連盟」は「朝日新聞社」と協力関係にあるそうです。）

· 新聞社・放送局の後援があると、演奏会がとても大きく見えるようになります。また、運がよければ演奏会の宣伝に協力してくれることもあるでしょう。
後援には以上のようなメリットがある反面、名義使用以外には何ら援助をしてもらえるわけではないので例年のところに確実に依頼していけば十分です。

熊本日日新聞社・NHK熊本放送局・TKU・RKK・KKT・FMK・九州大学吹奏楽連盟については、指定の後援依頼用紙が有ります。九州大学吹奏楽連盟に関しては、その年の連盟に尋ねと、連盟が指定の用紙をもらってきてくれるはずなので、情宣が書類に必要事項を記入、再度連盟に書類を預けます。その他の後援依頼先には、引継ぎデータの中にある後援依頼用紙の必要な部分を書き換えて使ってください。（市役所は指定の用紙を使ってもデータを利用しても良いです。）
後援を取りに行くときは、正装をして、道順を確認してスムーズにいけるようにしましょう。企業や市役所をお尋ねするので、平日に行くようにしましょう。遅くとも演奏会の2ヶ月前までには行くようにすること。

ポスター・チケット・パンフレット(仮)といった印刷物がすべてできたら、郵送で良いのできちんと後援先にお渡しすること。案内状・プログラムも同封する。印刷物関係に掲載する後援先の確認のためであることはもちろん、メディア関係が多いので、テレビや雑誌で取り上げていただける可能性があるので、できるだけ早く送るようにすること。
用意するもの

　後援依頼書、企画書（企画に作ってもらいます。ポプコンでは3大学の、定演では熊大の部印を押すのを忘れないようにしましょう。）、部印、主将印、自分の印鑑

　予算案(定期演奏会、特別会計に作ってもらいます。)
後援依頼書に記入する内容

　催事名、日時、場所、主催、入場料、後援、連絡先　＋部印
(熊日新聞は顧問印、NHKは主将印が必要)
後援依頼先

　熊本市

　〒860-8601　熊本手取本町1－1

　　　　　　　文化振興課

　熊本市教育委員会

　〒860-8601　熊本市手取本町1－1

　　　　　　　文化財団

　玉名市

　〒865-0051　玉名市繁根木163

　　　　　　　企画課

　熊本日日新聞(熊日)

　〒860-8506　熊本市世安町172

　　　　　　　熊本日日新聞社事業局

　NHK熊本放送局

　〒860-8602　熊本市千葉城町2－7

　　　　　　　　NHK熊本放送局　企画総務

　テレビ熊本(TKU)

　〒861-5592　熊本市徳王町440
　　　　　　　テレビ熊本　秘書室

熊本放送(RKK)

　〒860-8611　熊本市山崎町30

　　　　　　　熊本放送　秘書部

　熊本県民テレビ(KKT)

　〒860-8522　熊本市世安町7番地

　　　　　　　熊本県民テレビ　総務部

　熊本朝日放送(KAB)

　〒860-8516　熊本市二本木1丁目5-12

　　　　　　　熊本朝日放送株式会社

　FM熊本(FMK)

　〒860-8602　熊本市千葉城5-50

エフエムたまな
〒865-0031　玉名市田崎832

熊本県吹奏楽連盟

〒860-0078　熊本市京町2丁目8番9号
九州大学吹奏楽連盟

〒814-0180　福岡県福岡市城南区七熊8丁目19番1号

　　　　　　福岡大学応援指導部吹奏楽団内　九州大学吹奏楽連盟
